
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

六

六

号

第
�
因
子
製
剤
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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第
�
因
子
製
剤
に
関
す
る
質
問
主
意
書

薬
害
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
が
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
に
言
い
渡
し
た
判
決
で
は
、
第
�
因
子
製

剤
（
ミ
ド
リ
十
字
製
ク
リ
ス
マ
シ
ン
及
び
日
本
製
薬
製
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ－

ニ
チ
ヤ
ク
）
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
以
後
に
お
け
る

国
と
企
業
の
法
的
責
任
（
肝
炎
の
危
険
性
に
関
す
る
警
告
義
務
違
反
）
を
認
定
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

昭
和
四
十
七
年
当
時
、
米
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
た
同
コ
ー
ナ
イ
ン
に
は
、
使
用
上
の
注
意
と
し
て
「
血
清
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
汚
染
の
程
度
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
の
有
無
を
証
明
す
る
信
頼
す
べ

き
試
験
方
法
が
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
は
あ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
本
品
を
投
与
す
る
際
は
本
品

投
与
に
よ
り
予
期
さ
れ
る
治
療
効
果
と
、
本
品
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
危
険
性
と
を
衡
量
し
、
十
分
考
慮
し
た
上
で
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
年
に
国
が
第
�
因
子
製
剤
の
輸
入
・
製
造
を
承
認
し
た
際
、

国
内
に
お
け
る
使
用
上
の
注
意
を
、
「
本
剤
の
投
与
に
よ
り
、
血
清
肝
炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
米
国
内
に
お
け
る

そ
れ
よ
り
も
簡
略
な
内
容
と
し
た
。

国
が
、
使
用
上
の
注
意
の
内
容
を
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
簡
略
な
記
載
に
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
際
の
、
厚
生
省
の
実

一



務
担
当
者
は
誰
か
。
ま
た
、
簡
略
な
記
載
に
変
更
し
た
理
由
は
何
か
。

二

日
本
製
薬
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ－

ニ
チ
ヤ
ク
の
製
造
承
認
を
受
け
た
当
時
、
血
清
肝
炎
罹
患
の
お
そ
れ
を
防

止
す
る
た
め
に
、
三
人
分
以
下
の
血
漿
を
原
料
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
処
置
に
つ
い
て
は
「
血
清
肝
炎
ワ
イ
ラ
ス
（
注：

ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
）
を
保
持
す
る
供
血
者
の
完
全
な
検
査
法
が
確
立
す
る
ま
で
と
す
る
」
と
国
に
説
明
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

国
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
九
日
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ－

ニ
チ
ヤ
ク
を
五
〇
人
分
以
上
の
血
漿
を
原
料
と
し
て
製
造
す
る
一
部

変
更
を
承
認
し
た
。

こ
の
一
部
変
更
承
認
の
際
、
国
は
、
血
清
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
保
持
す
る
「
供
血
者
の
完
全
な
検
査
法
が
確
立
」
し
た
と
判

断
し
た
の
か
否
か
。
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
検
査
法
の
具
体
的
中
身
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。
ま

た
、
判
断
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
一
部
変
更
承
認
を
許
容
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
明
ら
か
に
せ
よ
。

三

前
記
訴
訟
に
提
出
さ
れ
た
書
証
（
丙
Ａ
二
五
二
）
に
よ
る
と
、
旧
ミ
ド
リ
十
字
は
、
昭
和
五
十
三
年
七
月
に
、
社
内
で
ク

リ
ス
マ
シ
ン
に
よ
る
肝
炎
発
生
対
策
会
議
を
開
催
し
、
紫
外
線
照
射
・
Ｂ
Ｐ
Ｌ
添
加
に
よ
る
不
活
化
工
程
の
追
加
を
検
討
し

な
が
ら
、
結
果
と
し
て
こ
れ
を
見
送
っ
た
上
、
警
告
を
追
加
せ
ず
に
、
従
来
通
り
の
製
品
の
販
売
を
継
続
し
た
。

二



国
が
こ
れ
ら
の
事
実
を
認
識
し
た
の
は
い
つ
か
。
そ
し
て
、
実
際
に
こ
の
事
実
を
認
識
し
た
厚
生
省
の
担
当
者
は
誰
か
。

ま
た
、
認
識
し
た
際
に
、
不
活
化
工
程
及
び
警
告
の
追
加
を
行
う
こ
と
を
不
要
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
旧
ミ
ド
リ
十

字
に
対
し
て
報
告
を
求
め
た
か
。
求
め
た
の
で
あ
れ
ば
旧
ミ
ド
リ
十
字
か
ら
い
か
な
る
回
答
が
あ
っ
た
か
。
求
め
な
か
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

四

国
が
、
昭
和
四
十
九
年
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
添
付
文
書
の
記
載
変
更
指
導
を
通
じ
て
、
旧
ミ
ド
リ
十
字
が
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
に
対
し
Ｂ
Ｐ
Ｌ
に
よ
る
不
活
化
処
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
際
、
実
際
に
こ
の
事

実
を
認
識
し
た
当
時
の
厚
生
省
の
担
当
者
は
誰
か
。
ま
た
、
そ
の
際
、
同
様
の
製
法
で
製
造
さ
れ
る
第
�
因
子
製
剤
に
つ

き
、
そ
の
不
活
化
処
理
の
実
情
（
Ｂ
Ｐ
Ｌ
に
よ
る
不
活
化
処
理
の
有
無
や
そ
の
実
施
可
能
性
、
乾
燥
・
液
状
加
熱
処
理
等
他

の
不
活
化
方
法
の
検
討
状
況
な
ど
）
の
調
査
・
報
告
を
要
請
し
た
か
。
要
請
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
概
要
と
結
果
に
つ
い

て
明
ら
か
に
せ
よ
。
ま
た
、
要
請
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

五

厚
生
労
働
省
に
よ
る
平
成
十
三
年
度
厚
生
科
学
特
別
研
究
事
業
「
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を
使
用
し
た
血
友
病
以
外

の
患
者
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
調
査
研
究
」
は
、
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
使
用
が
確
認
さ
れ
、
か

つ
Ｈ
Ｃ
Ｖ
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）
遺
伝
子
検
査
が
陽
性
で
あ
る
非
血
友
病
患
者
が
一
〇
八
名
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

三



い
る
。
こ
の
一
〇
八
名
の
患
者
の
中
に
、
ク
リ
ス
マ
シ
ン
・
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ－

ニ
チ
ヤ
ク
に
よ
る
感
染
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
名
含

ま
れ
て
い
た
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
患
者
の
現
在
に
お
け
る
病
状
（
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
ガ
ン
、
死
亡
の
各
実
数
）
及
び

療
養
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。

六

ク
リ
ス
マ
シ
ン
を
製
造
し
た
ミ
ド
リ
十
字
の
内
藤
良
一
元
社
長
は
、
自
著
「
老
Ｓ
Ｌ
の
騒
音
」
（
昭
和
五
十
五
年
ミ
ド
リ

十
字
発
行
）
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
九
年
に
同
社
（
当
時
は
日
本
ブ
ラ
ッ
ド
バ
ン
ク
社
）
が
血
液
銀
行
業
務
か
ら
撤
退
す
る

際
に
、
「
我
々
に
対
し
て
厚
意
の
あ
っ
た
厚
生
省
の
課
長
や
、
献
血
事
業
団
の
山
口
専
務
理
事
か
ら
、
声
静
か
に
、
保
存
血

か
ら
手
を
引
き
な
さ
い
、
そ
す
れ
う
ば
（
原
文
マ
マ
）
血
漿
分
画
製
剤
の
事
業
は
生
き
残
れ
る－

と
い
う
忠
告
が
あ
り
ま
し

た
」
（
Ｐ
三
三
四
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
「
忠
告
」
を
行
っ
た
事
実
は
あ
る
か
。
ま
た
、
こ
の
「
厚
生
省
の
課

長
」
は
誰
か
。

右
質
問
す
る
。

四


